
「
マ
グ
ロ
と
い
え
ば
大
間
」
と
、

今
で
は
全
国
区
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
今
年
の
正
月
は
、
渡
哲
也
が
主
演

し
た
ド
ラ
マ「
マ
グ
ロ
」を
は
じ
め
、

ほ
と
ん
ど
の
テ
レ
ビ
局
で
「
大
間
の

マ
グ
ロ
」が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
大
間
病
院
に
赴
任
し
た
の
は

二
〇
〇
四
年
四
月
で
し
た
。
こ
の
年

度
は
私
以
外
に
も
外
科
医
が
い
た
の

で
す
が
、
〇
五
年
度
に
は
外
科
医
は

私
一
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

未
経
験
の
手
術

一
人
に
な
っ
て
半
年
以
上
が
た
っ

た
十
一
月
、
隣
村
に
住
む
七
十
九
歳

の
男
性
が
気
胸
（
肺
に
穴
が
開
き
胸

に
空
気
が
た
ま
る
病
気
）
で
入
院
し

ま
し
た
。
入
院
後
、
胸
に
ト
ロ
ッ
カ

ー
カ
テ
ー
テ
ル
（
空
気
を
抜
く
細
い

管
）
を
挿
入
し
ま
し
た
が
肺
が
う
ま

く
広
が
ら
ず
、
手
術
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
親
せ
き
が
札
幌
に
い

る
た
め
、
札
幌
で
の
手
術
を
勧
め
ま

し
た
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
、
「
死
ん

で
も
い
い
の
で
大
間
で
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
強
い
希
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
車
で
三
時
間
の
青
森
市
や
、
フ

ェ
リ
ー
で
一
時
間
四
十
分
の
函
館
市

で
の
手
術
も
勧
め
ま
し
た
が
、
聞
き

入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

外
科
医
な
の
に
な
ぜ
手
術
で
き
な

い
の
か
と
い
う
と
、
実
は
肺
の
手
術

を
執
刀
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

す
。
大
間
病
院
に
赴
任
す
る
前
の
一

年
間
は
自
治
医
大
消
化
器
外
科
で
後

期
研
修
を
行
い
、
そ
れ
以
前
は
八
戸

市
市
民
病
院
外
科
で
研
修
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
肺
の
手
術
は
助
手
と

し
て
入
っ
た
だ
け
で
し
た
。

ど
こ
ま
で
や
る
か

い
ろ
い
ろ
悩
み
ま
し
た
が
、結
局
、

患
者
さ
ん
の
強
い
希
望
に
押
し
切
ら

れ
、
十
一
月
三
十
日
、
全
身
麻
酔
下

に
、
胸
腔
（
く
う
）
鏡
下
手
術
を
自

治
医
大
卒
の
後
輩
の
内
科
医
と
行
い

ま
し
た
。
器
械
の
調
子
が
悪
く
、
テ

レ
ビ
画
面
が
紫
色
の
ま
ま
で
手
術
を

行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
出
血
す
ら

分
か
ら
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
手
術
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

は
十
二
月
二
十
二
日
、
元
気
に
退
院

し
ま
し
た
。

現
在
、
大
間
病
院
で
は
五
十
"
ほ

ど
離
れ
た
「
む
つ
総
合
病
院
」
か
ら

週
に
一
度
、
肺
外
科
も
で
き
る
ベ
テ

ラ
ン
医
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
器
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

へ
き
地
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
と

「
ど
こ
ま
で
や
っ
て
い
い
も
の
か
」と

悩
む
こ
と
が
あ
り
、
多
少
の
無
理
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
の
良
い

こ
と
に
、今
ま
で「
患
者
さ
ん
に
良
か

れ
」と
思
っ
て
行
っ
た
こ
と
で
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
今
後
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
年
前
に
義
務
年
限
が
明
け
ま
し

た
が
、
も
う
少
し
こ
こ
本
州
最
北
端

の
へ
き
地
医
療
を
、
「
ど
こ
ま
で
や

っ
て
い
い
も
の
か
」と
悩
み
な
が
ら
、

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
大
分
県
）

悩
み
な
が
ら
、楽
し
み
た
い

ま る や ま ひ ろ ゆ き
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青森県

ロ
ー
ズ
の
日

奈
良
県
に
あ
る
バ
ラ
の
雑
貨
シ
ョ
ッ
プ
が
、
六
月
は

バ
ラ
が
最
も
美
し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
と
二

の
語
呂
合
わ
せ
で
「
ロ
ー
ズ
の
日
」
と
制
定
。
ロ
ー
ズ

風
呂
や
部
屋
に
バ
ラ
を
飾
る
な
ど
幅
広
い
活
用
を
勧
め

て
い
る
。
花
束
を
差
し
出
し
て
「
六
月
の
バ
ラ
は
、
一

年
で
一
番
き
れ
い
な
ん
だ
。
君
は
一
年
中
き
れ
い
だ
け

ど
ね
」
。
こ
ん
な
告
白
は
い
か
が
？

た
だ
し
、
鋭
い

と
げ
が
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

（
小
）

四
!
十
日
の
歯
の
衛
生
週
間

に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
「
歯

の
衛
生
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
」（
宇

都
宮
と
上
三
川
の
二
市
町
教
育

委
員
会
、
宇
都
宮
市
歯
科
医
師

会
、
下
野
新
聞
社
な
ど
共
催
）

の
入
選
者
が
決
ま
っ
た
。
最
高

賞
の
特
選
に
は
、
作
文
が
上
三

川
町
本
郷
北
小
一
年
の
伊
藤
智

彦
君
、
ポ
ス
タ
ー
が
宇
都
宮
市

白
沢
小
一
年
の
小
林
雅
さ
ん
、

標
語
が
同
五
年
の
斎
藤
美
涼
さ

ん
の
「
目
指
す
歯
は

白
く
か

が
や
く

じ
ょ
う
ぶ
な
歯
」
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

宇
都
宮
市
と
上
三
川
町
の
小

中
学
校
か
ら
、
三
部
門
で
計
五

千
六
百
八
十
二
点
の
応
募
が
あ

っ
た
。
三
席
以
上
の
作
品
は
五

日
ま
で
、
宇
都
宮
市
駅
前
通
り

一
丁
目
の
同
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
展
示
さ
れ
る
。
二
席
以
上
の

入
選
者
の
表
彰
式
は
三
日
、
同

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
宇
都

宮
口
腔
（
こ
う
く
う
）
衛
生
功

労
賞
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
清

原
東
小
と
、
一
条
中
の
伊
沢
洋

乃
教
諭
に
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ

れ
る
。
一
席
、
二
席
の
入
選
者

は
次
の
通
り
。

◇
小
学
生
▽
一
席

鈴
木
希

美
（
細
谷
）
別
井
柚
香
（
上
戸

祭
）
三
友
一
輝
（
豊
郷
中
央
）

野
沢
亜
莉
沙
（
国
本
西
）
丸
山

泰
史
（
新
田
）
川
原
彩
花
（
国

本
中
央
）
松
井
真
之
介
（
雀
宮

中
央
）
鈴
木
孝
太
（
御
幸
）
野

沢
美
祈
（
明
治
南
）

▽
二
席

増
渕
颯
（
上
河
内

東
）
入
江
美
和
（
宝
木
）
大
場

恵
里
佳
（
岡
本
西
）
斎
藤
菜
々

子
（
上
河
内
東
）
高
野
実
紅
瑠

（
西
が
岡
）
金
野
紗
也
（
上
戸

祭
）
半
田
美
宝
（
城
山
東
）
松

本
愛
（
昭
和
）
石
塚
千
裕
（
姿

川
第
一
）
原
田
拓
（
戸
祭
）
横

塚
わ
か
な
（
岡
本
西
）
石
塚
敦

美
（
田
原
）
山
口
将
輝
（
瑞
穂

野
北
）
枝
野
真
也
（
平
石
中
央
）

野
沢
有
紀
乃
（
本
郷
北
）
遠
井

威
智（
上
三
川
）北
條
拓
哉（
同
）

森
あ
ゆ
み
（
同
）

◇
中
学
生
▽
一
席

日
向
野

怜
奈
（
河
内
）
高
原
伯
美
（
本

郷
）
▽
二
席

浅
田
紗
希
（
晃

陽
）
山
田
果
奈
（
上
三
川
）
斉

藤
章
人
（
同
）

◇
小
学
生
▽
一
席

星
野
真

輝
（
瑞
穂
野
南
）
斎
藤
優
（
戸

祭
）
中
山
誠
吾
（
田
原
西
）
池

沢
春
菜
（
白
沢
）
鈴
木
友
一
朗

（
上
河
内
西
）
大
平
悠
人
（
清

原
中
央
）
岡
本
憲
和
（
横
川
中

央
）
中
山
奈
美
（
明
治
南
）
元

木
駿
（
同
）

▽
二
席

山
本
祐
己
（
清
原

中
央
）
牧
山
晴
香
（
岡
本
北
）

日
向
野
優
樹
（
田
原
）
中
山
幸

輝
（
新
田
）
山
本
芽
依
（
瑞
穂

野
北
）
宮
本
竣
（
上
河
内
西
）

永
井
友
理
（
明
保
）
田
村
拓
未

（
峰
）
増
田
咲
紀
（
上
戸
祭
）

平
山
航
大
（
錦
）
石
本
明
日
香

（
昭
和
）
荒
井
絢
斗
（
清
原
東
）

渡
辺
伸
直
（
上
河
内
東
）
安
原

潤
（
豊
郷
北
）
相
良
哲
也
（
岡

本
）
星
野
華
穂
（
瑞
穂
野
南
）

野
口
晃
輝
（
本
郷
）
柳
田
晴
斗

（
上
三
川
）
佐
藤
愛
生
（
本
郷
）

高
山
幸
宏
（
坂
上
）

◇
中
学
生
▽
一
席

松
尾
羽

純
（
田
原
）
鈴
木
清
楓
（
宮
の

原
）
小
林
真
弓
（
上
三
川
）
▽

二
席

関
口
萌
菜
美
（
田
原
）

三
森
千
聡
（
宮
の
原
）
上
野
翔

太
（
本
郷
）
樺
沢
徹
（
明
治
）

◇
小
学
生
▽
一
席

鈴
木
優

梨
（
西
）
岡
田
笙
吾
（
清
原
中

央
）
安
西
佳
大
（
姿
川
第
一
）

関
谷
亮
介
（
宮
の
原
）
鶴
岡
梓

（
清
原
東
）
見
鳥
大
介
（
明
治

南
）
貝
賀
音
哉
（
上
三
川
）

▽
二
席

八
嶋
ひ
よ
り
（
上

戸
祭
）
相
山
若
菜
（
瑞
穂
台
）

福
田
拓
海
（
瑞
穂
野
南
）
佐
藤

杏
珠
（
城
山
東
）
佐
藤
仙
道
（
姿

川
中
央
）
小
坂
優
裕
（
清
原
東
）

松
本
彩
（
岡
本
北
）
菊
池
優
介

（
峰
）
吉
野
奈
央
（
宝
木
）
川

原
井
千
晴
（
城
山
東
）
増
田
奈

菜
子
（
昭
和
）
湯
本
真
優
（
城

山
中
央
）
星
野
夏
妃
（
北
）
熊

谷
道
晴
（
明
治
）
上
岡
真
愛
奈

（
本
郷
北
）
柳
田
実
咲
（
北
）

◇
中
学
生
▽
一
席

木
下
紗

羅
（
田
原
）
松
崎
実
季
（
明
治
）

▽
二
席

鈴
木
花
香（
宮
の
原
）

杉
山
明
日
香
（
晃
陽
）
小
野
聖

実
（
一
条
）
浜
本
実
咲
（
国
本
）

鈴
木
秋
穂
（
本
郷
）
大
根
田
結

（
明
治
）

歯歯
のの
衛衛
生生
週週
間間
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
入入
選選
者者
決決
まま
るる

小林さん（宇都宮市白 沢 小）ポスター特選に
作
文
は
伊
藤
君
（
上
三
川
町

本
郷
北
小

）

標
語
が
斎
藤
さ
ん（
宇
都
宮
市

白
沢
小

）

ポ
ス
タ
ー
特
選
を
受
賞
し
た
小
林
雅
さ
ん
（
宇
都
宮
市
白

沢
小
１
年
）
の
作
品

作

文

標

語

ポ
ス
タ
ー
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